早期教育のあり方について考える : 保育科学生とその保護者への習い事についての回想調査に基づいて by 成田 朋子 & Tomoko Narita
















































































































調査年 習い事の数（種類） ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 計
2013年
人数（人） 	6 28 34 42 27 	5 3 2 1 148
割合（％） 4.1 18.9 23.0 28.4 18.2 3.4 2.0 1.4 0.7 100
1997年
人数（人） 1 10 22 42 31 8 4 0	 0 118




















ピアノ 	習字 水泳 英語 算盤 体操 バレエ
人数（人） 		102 64 61 35 25 11 10
割合（％） 68.9 43.2 41.2 23.6 16.9 7.4 5.4
ピアノ 習字 算盤 水泳 エレクトーン 英語 絵画
人数（人） 94 86 59 52 17 17 8
割合（％） 79.7 72.9 50.0 44.1 14.4 14.4 6.8















体操 4歳 3か月 8歳 4か月 　0
水泳 5歳 8か月 10歳 7 か月 　0
ピアノ 5歳 9か月 12歳 1 か月 20（13.5%）
バレエ 5歳11か月 12歳 5 か月 　0
算盤 7歳 0か月 11歳 8 か月 　0
習字 7歳 3か月 12歳 7 か月 　5（　3.4%）








　表 3、表 4、図 2に、始めた時期の早いものか
らあげる。
始めた時期 止めた時期 今も続けている者の人数（割合）
ピアノ 5歳 8か月 12歳 8 か月 39（41.5%）
エレクトーン 6歳 1か月 11歳 1 か月 　2（11.8%）
水泳 6歳 4か月 10歳 7 か月 　0
習字 6歳 9か月 12歳 5 か月 　9（11.5%）
絵・図工 6歳10か月 10歳 3 か月 　0
英語・英会話 7歳10か月 13歳 2 か月 　2（11.8%）
算盤 8歳 5か月 11歳 9 か月 　0
表４　1997年　習っていた期間　
図2　習い事をしていた期間













































































































































































































































































































学生が否定的 保護者が否定的 学生・保護者ともに否定的 14ケース全体
習い事の数 2.6 3.0 2.5 2.7
始めた年齢 6歳 0か月 3歳 9か月 5歳 6か月 5歳 3か月
止めた年齢 11歳11か月 14歳 3 か月 13歳 0 か月 12歳 9 か月
学生が否定的 保護者が否定的 学生・保護者ともに否定的 12ケース全体
習い事の数 4.7 2.5 2.5 3.6
始めた年齢 3歳 8か月 7歳 0か月 4歳 6か月 4歳11か月













表 10  習い事に否定的なグループの傾向　2013 年

































兄弟や友達が通っていたから ４ １ １ ６（42.9%）
新しい友達が欲しかったから １ １（	7.1%）






兄弟や友達が通っていたから 1 1 2（14.3%）
友達作りのため 1 1（	7.1%）
何かを身につけてほしいと思ったから 2 3 	2 7（50.0%）
将来活かしてほしいと思ったから 3 1 4（28.6%）




子どもが習いたいと言ったから 2 2 1 　5（41.7%）
兄弟や友達が通っていたから 3 1 　4（33.3%）
友達作りのため 1 　1（　8.3%）







兄弟や友達が通っていたから 2 3 1 6（50.0%）
新しい友達が欲しかったから 0　　　　
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事を、自分の意思で、あるいは親に勧められて 6歳 3か月から11歳 6 か月頃まで行っ
ていた。これらは概ね1997年と同様の結果であったが、1997年に比べて習い事を始め
るに際して親の意向がより強い傾向がみられた。そして、平均より早くから親の意向
で始めた場合に、その習い事をしたことに対する否定感情が生まれる危険性が示され、
子どもの気持ちを尊重することの大切さが示唆された。早期教育という用語について、
また早期教育熱が高まった要因についても考察し、乳幼児期は子どもが育つための基
礎を整えるという意味において大切な時期であることを確認した。
キーワード：習い事，やってよかった経験，子どもの意思，早期教育，乳幼児期の意義
